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①
は
、
い
わ
ゆ
る
転
読
札
で
、
富
貴
を
祈
願
し
て
い
る
。
②
は
、
戊
の
年
に

貢
納
し
た
米
を
記
述
し
て
い
る
。
⑤
の
上
部
に
は
、
大
が
穿
た
れ
て
お
り
、
何

か
を
綴
じ
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
④
は
、
詳
し
く
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る

い
は
将
棋
の

「角
行
」
と
関
係
の
あ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
０
は
、
上
の
二

文
字
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
「於
」
「ゆ
」
の
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

「
お
湯
呑
み
」
と
な
り
、
茶
碗
を
示
し
た
付
札
の
よ
う
な
も
の
と
推
定
で
き
る
。

０
は
、
人
形
状
の
木
札
に

「四
郎
衛
門
」
と
い
う
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
も
、
墨
痕
の
あ
る
木
片
が
多
数
出
土
し
て
い
る
が
、
判
読
は
で

き
な
か
っ
た
。
時
期
は
、
同
じ
く
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
当
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
綾
村
宏
氏
、
館

野
和
己
氏
、
森
公
章
氏
、
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
受
け
た
。
ま
た
、
現
地
の

発
掘
調
査
成
果
や
出
土
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研

究
セ
ン
タ
ー
の
森
島
康
雄
氏
よ
り
赦
示
を
得
た
。
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誠
）

京
都

・
遠
所
遺
跡
出
土
木
簡
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遺
）

本
誌

一
四
号
で
報
告
し
た
同
遺
跡
の
出
土
遺
物
に
つ
い
て
、
整
理
を
す

す
め
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
木
簡
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
紹
介
す
る
。

〔物
部
己

「
＜
余
戸
郷
□
□
真
成
田
租
糎
五
斗
＜
」
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⇔
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こ
の
木
簡
は
、
製
鉄
遺
跡
と
さ
れ
る
遠
所
遺
跡
の
砂
鉄
埋
納
土
坑
か
ら

出
土
し
た
。
こ
の
木
簡
に
書
か
れ
た
余
戸
郷
は

『倭
名
抄
』
で
は
、
調
査

地
の
所
在
す
る
郡
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
、
類
例
の
少
な
い
田
租
の
荷
札

木
簡
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
製
鉄
関
係
の
遺
跡
と
見
ら
れ
る
発
掘
地
で
、

こ
の
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
の
意
味
な
ど
、
今
後
検
討
を
要
す
る
問
題
を

含
ん
だ
木
簡
で
あ
る
。
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橋
　
誠
）




